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研究成果の概要（和文）：限界生産性が逓減する生産関数で、説明変数が内生性問題または

Selection 問題を持つような場合に、生産関数が入りうる最小のバウンド（領域）を識別

し、ノンパラメトリックに推定する計量経済手法の開発を行った。そして、限界生産性が

逓減する人的資本生産関数の限界生産性、すなわち教育のリターンの入りうるバウンドを

推定し、その信頼区間を推定した。 

 

 

研究成果の概要（英文）：I have identified the sharp bounds on a production function 

which has a decreasing marginal returns and endogenous independent variables. Then, 

I have estimated the bounds on the returns to schooling and their confidence intervals. 
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１．研究開始当初の背景 

生産関数を推定する場合、従来は生産関

数を特定化し推定してきたが、関数形の設定

により推定結果が異なるという問題が存在

した。近年 Northwestern 大学 Manski 教授

は、関数形を特定化せずに、多くの経済学者

が同意するような緩い定性的な仮定のみを

課して、関数を推定するノンパラメトリッ

ク・バウンド推定法という新しい計量手法を

開発した。 
 
 

２．研究の目的 

生産関数を特定化せずに、限界生産性が逓

減する関数（凹型増加関数）や限界生産性が

逓増する関数（凸型増加関数）といった定性

的な性質のみを課し、関数が入りうる最小の

バウンド（領域）を識別する新しいノンパラ

メトリックな推定方法を開発する。そして、

開発した計量方法とデータにより、人的資本

生産関数を推定する。得られた推定結果を、

生産関数を特定化し推定してきた既存研究

の推定結果と比較する。 

 

 
３．研究の方法 

本研究は以下の 6段階によって進められる。 

(1) 限界生産性が逓減する関数（凹増加関数）

と逓増する関数（凸増加関数）を推定す

る新しい計量経済手法を開発する。具体

的には、Manski 教授が開発したノンパ

ラメトリックバウンド推定法を基礎に、

データの経験分布と合致するような、

Monotone Treatment Selection の仮定

を満たす凹増加関数が存在する範囲（バ

ウンド）を、計量理論的に求める。同様

に、Monotone Treatment Selection 性を

満たす凸増加関数が存在するバウンドを

求める。 

(2) 人的生産関数の推定に用いる教育と賃金

に関するデータを整備する。 

(3) (1)で開発した計量理論を推定するため

に、ソフトウエア Matlab、Gauss、SAS

を使って、計量方法のプログラムを作成

する。 

(4) (2)のデータと(3)のプログラムを使って、

人的生産関数を推定し、その変化率であ

る教育のリターンを推定する。そして得

られた推定結果と、既存のパラメトリッ

クやノンパラメトリックな推定方法によ

る教育のリターンの推定結果と比較する。 

(5) (1)-(4)の研究結果を中間報告としてまと

める。国際学術会議で報告し、参加者と

議論し、意見をもらう。その意見をもと

に、計量方法を改善する。 

(6) 研究結果を論文にまとめて、国際学術誌

に投稿する。 

 
４．研究成果 

限界生産性が逓減する生産関数、つまり凹

増加関数で、生産関数の説明変数が内生性問

題または Selection問題を持つような場合に、

生産関数が入りうる最小のバウンド（領域）

を識別し、ノンパラメトリックに推定する計

量経済手法の開発を行った。そして、バウン

ドの推定値に生じる finite sample bias を

修正する方法を開発した。さらに、バウンド



の推定値の信頼区間を求めた。 

これらを推定するプログラムを作成し、整

備したデータを用いて、限界生産性が逓減す

る人的資本生産関数の限界生産性、すなわち

教育のリターンの入りうるバウンドを推定

し、その信頼区間を推定した。 
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